
星空ガイド １０月１６日～１１月１５日

※惑星は２０２３年１１月１日の位置です。

よいの星空
１０月１６日２２時頃

１１月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
１０月１６日 ４時頃

１１月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

１０ １６ ６：０３ １７：２３ ７：１６ １８：０４ １.４

２１ ６：０７ １７：１７ １２：３４ ２２：０４ ６.４

２６ ６：１２ １７：１１ １５：４７ ２：５０ １１.４

１１ １ ６：１７ １７：０５ １９：２５ ９：４８ １７.４

６ ６：２２ １７：００ ‐‐ ： ‐‐ １３：３５ ２２.４

１１ ６：２７ １６：５６ ４：０５ １５：３８ ２７.４

１５ ６：３１ １６：５３ ８：２２ １７：５８ １.７
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早起きして、部分月食を見よう

１０月２９日の明け方に部分月食が起こり、

大阪からも観察できます。月食は月が地球の

影に入って起きます。今回は月の一部のみが

影に入る部分月食と呼ばれます。ちなみに、月

の全てが影に入る月食を皆既月食と呼び、最

近だと２０２２年１１月８日にありました。それと

比較すると、今回の部分月食では、月の直径

の１３％弱ほどしか隠れませんから、そこまで大

きく欠けるという訳ではありません。

２９日の午前４時３４分頃から月が欠け始め、５時１４分に最も欠けた状態になりま

す。その後５時５３分にかけて月は地球の影から抜け出し、６時２１分に月の入りを迎

えます。図は１０分ごとの月の様子をシミュレーションしたものです。

月食の観察にあたって、何か特別な道具の用意は必要ありません。西の空の低

空に見えますから、西の空が開けた、安全な場所から観察してみてください。

目が覚めたら終わっていた。なんてことにならないよう、目覚ましのセットもお忘れ

なく。

木星が衝を迎えます

１１月３日に木星が衝を迎え、観察の好機を迎えます。１０月２９日の月の近くにも

木星が見えていますから（図の明るい星）、月食とともに木星も楽しんでみるのも良い

かもしれませんね。

加守田 優（学芸補助スタッフ）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

１０ ２０ 金 水星が外合

２１ 土 土用の入

２２ 日 上弦（１２時）

オリオン座流星群が極大のころ

２４ 火 霜降／月と土星がならぶ／

金星が西方最大離角

２６ 木 月が最近（３６４,８７２㎞）

２７ 金 後の月

２９ 日 ○満月（５時）

部分月食（４時３４分～５時５４分、

５時１４分に最大食分０.１３）

月と木星がならぶ

３０ 月 月とすばるが接近

月 日 曜 主な天文現象など

１１ ３ 金 文化の日

木星が衝

月とポルックスがならぶ

５ 日 下弦（１８時）

７ 火 月が最遠（４０４,５６９㎞）

８ 水 立冬

９ 木 金星食（日本では見えない）

月と金星がならぶ

１３ 月 ●新月（１８時）

１４ 火 天王星が衝
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